
高齢社会の現状②

2055年
高齢化率
40.5％

1人の高齢者をささえる 生産人口数は
2015年で2.3人。2055年には1.3人に。
95年度に比べて1/2から1/4にまで減
少します。

◆上記図によると、日本は2020年に高齢者数3600万人以上、高齢化率約30％の
社会になります。それに反比例して、高齢者1人を支える生産人口は減少し続けます。
2010年代には、現在の総人口から見た時の高齢者割合は“5人に1人”が“4人に1人”か
ら“3人に1人”の社会に移行していきます。
現在でも、定年が60歳から65歳まで伸びるかもしれないという様な話を良く聞くと思います
が、それ以上に定年が延びる事もありえますし、生産人口の減少から収入が減って働きに
でる高齢者数も増加していく可能性もあります。
しかし、介護を必要とする人数も増加し、支える世代も高齢者となれば、社会機能低下、
しいては、介護サービスの悪化に繋がります。
在宅マッサージの最大の目的は自立した生活を送れる様になってもらう事です。
今、時代の流れと要望が私たちのサービスを求めているのです。
そして、上記データを見る限り今後も継続していく社会的なニーズなのです。

※2050年からの
高齢者総数の減
少は人口全体の
減少によるもの
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